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1. 研究目的

本研究は、インターネットを使った広告活動に役

立つアクセス解析を行 うことを目的としている。現

在インターネットは普遍化 してお り、ホームページ

を使った広告活動は企業にとって重要な位置を占め

ている。本ツールはサイ トを見ている人の傾向や特

徴をグラフで視覚化 し、広告活動 としてのホームペ

ージの改良に役立つ情報を提供することができる。

2. システム概要

下記に、本システムの概略図を示す。

3. 実験及び結果

本研究は、実験環境がまったくない状態からの

開発であつたため、初期段階では仮想ネットワー

ク環境を作 り、実験を行った。仮想マシン内で、

前項図内で表記した 3台のマシンを作成し、アク

セスデータの取得及びグラフ化プログラムの開

発を行つた。

その後、仮想マシン内での動作が確認されたプ

ログラムに加えて、CoOkie埋 め込み機能を実装

し、ページ利用者一人ずつに対して個別にデータ

を取れるようにした。この改良した解析ツールを

幸谷の学内ページに対 してアクセスログ取得用

アイコンを埋め込み、長期稼動実験を行った。こ

れに関しては、2009年 11月 13日 の稼動以来、

現在も動作し続けている状態である。

以下は、本実験で生成されたグラフデータの一

部である。
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時間ごとのアクセス数を棒グラフにしたもので

ある。このグラフは、幸谷の学内ページのデータ

だが、一部箇所にある程度のアクセスが固まり、

それ以外の時間はあまり見られていないという

特徴が見て取れる。    |

4. 感想・考察

今回の研究は、実験環境や PHPのプログラミ

ングスキルの無いところからの開発だつたため、

自分の作ったプログラムが正常に動作ところま

で持っていけたのはうれしかつた。

しかし、プログラムを動作させる前に、環境作

りでかなりの時間を使つてしまつたため、アクセ

スグラフを作る際にキャッシュ機能を取り入れ

てサーバヘの負担を軽 くするなど、グラフ以外の

機能を充実させられなかったことが悔やまれる。

「註 呵

本システムは、解析サーバにおいてあるアイコン

ヘのリンクを解析ページに埋め込み、解析ページに

アクセスがあると同時に解析サーバヘもアクセスが

なされ、その記録を残すものである。

したがって、解析用アイコンのアクセスデータを

データベースに格納することは、IVebページのアク

セスデータを格納するのと同義と言える。

上記のアクセスログ取得プログラムと、集めたデ

ータをグラフ化する際にはPHPを、上記図にあるア

クセスデータ格納データベースには MySQLを、解

析サーバのWebサーバシステムはApacheをそれぞ

れ使用している。なお、アクセスをグラフ化する際

には、PHPlotと 呼ばれるグラフ描写ライブラリを利

用している。
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